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Challenged キャンプ 2008

at 淡路島

「Challenged キャンプ」 は一人ひとりの障害体験を通じた

各種障害への理解と自分自身の心のバリアと向き合うことにより

心身ともに成長することを目的にしています。 そこでの学びを

今後の社会生活に広く生かすことを目指しています。



目指せ、 心のバリアフリー！
　　～ Challenged キャンプを実施～

神学部　１回生　女　障がい学生

政策学部　3回生　女　健常学生
法学部　4回生　男　健常学生

キャンプは日常にはない経験の連続でし

た。また、夜には、みんなで「障がい」

のことを遅くまで語り合いました。私が

キャンプを通して痛感したことは、人一

人としっかり向き合い、相手を大切にす

ることが何より大事であるということで

す。普段はとても大きく感じていた「障

がいの有無」という差は、障がいという

バリアに気遣うということで小さくな

り、逆に共通点が見えてきました。そし

て、みんなと語り合う中で、「障がい」

に限らず誰もが皆、悩んだり苦労したり、

何らかのバリアを持って生きていて、そ

れを理解していくことが人と付き合う第

一歩だと感じました。

参加者の感想

キャンプでは、障がい体験に多くの時間を

費やした。今出川から梅田への距離、コン

クリートの感覚。いつもとは違う高さの目

線。目で確かめないで食べた食事。自分の

声が聞こえない世界。全ての感じが新鮮

だった。体験が終わったときほっとして思

わず笑みがこぼれてしまう。しかし、隣に

は、体験ではない障がいのある自分と同じ

くらいの仲間がいる。障がい者と健常者は

違う。それと同じように隣にいる人と自分

だって絶対に違う。一人ひとりの違いを認

め合うことのできる学生が多い大学、そし

て、社会になっていけたら･･･と思う。

キャンプ全体を通して感じたことは、多く

の人に支えられているという事実です。皆

の心の広さには本気で感激させられるばか

りでした。それと同時に自分が健常者で

あってもこんなに温かくかつ、自然に接す

ることができるだろうかと思いました。自

分と周囲との違いを受け入れられる寛容

さ、自らの親切さを誇らない謙虚な姿勢は

見習うべきお手本です。この三日間に得た

教訓や感動を是非吸収していきたいです。

そして笑顔で「ありがとう」を言える魅力

的な人を日々目指したいと思います。

同志社大学障がい学生支援室  
〒610-0394 京都府京田辺市多々羅都谷 1-3
℡：0774-65-7411FAX:0774-65-7409
E-mail:jt-care@mail.doshisha.ac.jp

９月９日（火）  プログラム第１日目 ９月１０日（水）  プログラム第２日目 ９月１１日（木）  プログラム第３日目

プログラム内容 プログラム内容 プログラム内容

9:30 集合 7:30 朝食・自由行動

9:30 オリエンテーション 7:30 朝食　　　　　　　　　　　　　　　　★障害体験開始 ～9:30

～8:30

   ○キャンプ開催の挨拶、主旨説明 9:30 宿舎チェックアウト

   ○班分け（リーダー選出、班名決定） 10:30 亙粘土体験　　　　　　　　　　　　　★障害体験開始

   ○障害体験、介助にあたっての留意点

11:30 班毎に移動（今出川～梅田）  　★障害体験開始 12:30

10:00 宿舎を出発 ～14:00

 イングランドの丘（グループワーク）　★障害体験開始

 14:00 　　　　　　　　　　　　　　　　　　★障害体験終了

昼食

キャンプの感想、クロージング

16:00

　　　　　　　　　　　　　　　★障害体験終了 梅田へ出発

15:00 宿舎到着 14:00 昼食

自由時間、休憩

うずしお 梅田に到着・解散予定
16:00 ミーティング   クルーズ

～18:00    ○「障害体験①」の感想、ふりかえり

16:30

17:30 夕食　　★障害体験開始

～20:00 16:30 海岸　　　　　　　　　　　　　　　　　★障害体験終了

～17:30 宿舎移動

宿舎到着

17:30

～20:00 ミーティング

   ○「障害体験②、ブラインド体験②、耳栓体験①」の

20:00 　　　感想、振りかえり

        ★障害体験終了 ～22:00 夕食準備・夕食

19:30 入浴・自由時間

～21:00 ミーティング・花火・シェアリング

   ○ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸの調査結果発表

21:00 ミーティング・シェアリング 22:00         各班持ち時間10分、質疑応答10分

～22:30グループ毎にグループワークの計画を練る・発表 　　 　講評、判定

22:30 就寝 入浴・就寝（自由行動）

障害体験①
車椅子･アイマスク ・耳栓

移動

ブラインド体験①

アイマスクを付け
食事

ブラインド体験②
アイマスクをつけて

食事

障害体験②
イングランドの丘

ペアで行動

浜辺を散歩

ブラインド体験③
渦潮をアイマスク

で体験

耳栓体験①
渦潮を耳栓で体験

障害体験③

アイマスク、 耳栓
を付け、 瓦粘土体験
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